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 県産天然アカマツ材の産地別・立木部位別強度性能 
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１ 研究のねらい 
 建築構造用部材としての利用適性を明らか

にするために、アカマツ製材品の曲げと縦圧

縮強度性能及び立木部位別の強度性能につい

て検討した。  
 
２ 研究方法と結果 
(1) 試験材料：県内の各地域から５林分を選

定し、各林分より胸高直径 30cm 前後の立

木 10 本を３番玉まで採材し、正角材また

は平角材を製材した。 

(2) 試験方法：製材後、ほぼ気乾状態となっ

た段階で三等分四点加重方式により曲げ

強度試験を実施した。曲げ強度試験終了

後に試験材の非破壊部分から、節を含む

試験材を採材して縦圧縮試験を行った。 
(3) 結果：曲げ強度はいずれの産地でも、ア

カマツの材料強度を満足する値を示し

た。 

  また、産地に関わらずいずれも１番玉

＞２番玉＞３番玉の順となり、地上高が

高いほど曲げ強度が高いという傾向が

認められた。これは地上高が高くなると

材面に現れる節の数や節の太さが増大

するために強度が低下するものと考え

られる。 
  縦圧縮強度性能はいずれの産地でも、

立木部位別の差は認められなかった。 
 

３ 成果の活用 
 県産天然アカマツは樹齢が 40 年生程度に

なり、建築材としての用途に適した太さにな

ると強度が材料強度を満足することが明らか

になったので、建築用構造部材への積極的な

利用が期待できる。 

 また、さらに人工林材でのデータの蓄積を 
図る必要がある。 
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表－１ 供試丸太の概要 

産  地 一番玉の元口 
平均年輪数 

Ａ：九戸村 
Ｂ：矢巾町 
Ｃ：岩手町 
Ｄ：藤沢町 
Ｅ：住田町 
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図－１ 立木別の立木部位別曲げ及び縦圧縮強度                         

 
縦圧縮強度試験 


